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STEP 1. AAnnaallyyssiiss  SSeerrvviicceess  のの  

概概要要とと゗゗ンンスストトーールル  

この STEP では、Analysis Services の概要と゗ンストール方法、自習書を試すための

環境などを説明します。 

 

この STEP では、次のことを学習します。 

 Analysis Services の概要 

 Analysis Services の゗ンストール方法 

 自習書を試す環境について 

 サンプル スクリプトについて 
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1.1 Analysis Services について 

SQL Server 2008 Analysis Services（SSAS：分析サービス）は、SQL Server の標準機能として搭載さ

れている、"データ分析" のためのサーバー機能です。Microsoft Office Excel や SQL Server Reporting 

Services（SSRS）などをクラ゗ゕント ツールとして利用することで、企業の売上分析やクロス集計レポー

ト、ABC 分析（パレート図）、財務諸表分析、経営ダッシュボード、データ マ゗ニング（傾向分析や予測

分析）などを簡単に行えるようになります。 

 Analysis Services の利用例 

Analysis Services を利用すると、次のようなグラフやレポートを容易に作成することができます。 

  

 

 

 

商品分類ごとの商品売上トップ５

都道府県ごとの商品売上の割合 商品区分ごとの商品売上金額 商品ごとの売上金額（飲料区分）

ゲージで目標達成率、傾向を表示

区分ごとの商品売上の推移（四半期単位） ABC 分析（パレート図）
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 Analysis Services の一番の特徴 ～使い慣れた Excel で自由レイアウト～ 

Analysis Services の一番の特徴は、Excel のピボット テーブル機能から接続できる点です。こ

れにより、データ分析を行うエンド ユーザーは、自由に分析軸を入れ替えたり、ドリルダウン（詳

細を表示）をしたり、指定した値でフゖルタを行ったりと、普段使いなれた Excel から高度なデ

ータ分析が行えるようになります。 

使用例 1： 自由に分析軸の入れ替えが可能 

 

  

クロス集計、ABC 分析レポート

商品区分ごと・年別の売上金額 商品区分ごと・支社ごとの売上金額

軸の入れ替えはドラッグ
＆ドロップだけで行える

得意先ごと・年別の売上金額 得意先ごと・商品区分ごとの売上金額
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使用例 2：ドリルダウン（展開）して詳細の表示が可能 

  

使用例 3： フゖルタを行って、区分内の商品売上トップ 5 のみを表示 

 

使用例 4： 指定した年と区分のみを表示（2006 年の飲料区分のみを表示） 

 

 

 

商品区分をドリルダウン（展開）して商品ごとの売上金額を表示

「加工食品」区分内
の商品一覧

年を展開して
四半期を表示さらに「年」をドリルダウンして四半期ごとの売上金額を表示

↓

金額の上位 5 商品

「年」を ”2006 年” のみに限定
「区分」を ”飲料” のみ限定
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使用例 5： 文字列でフゖルタ（特定の文字が入っている得意先のみ表示） 

 

使用例 6： 数式変換により、任意のレ゗ゕウト（ABC 分析レポートなど）も容易に作成可能 

 

このように Analysis Services を利用すると、いろいろな角度からのデータ分析（多次元分析）

を簡単に行えるようになり、いわゆる BI（Business Intelligence：ビジネス インテリジェン

ス）の実現ができます（BI システムについては、本自習書の巻末の STEP 5.3 で説明しています）。 

 

 OLAP ～多次元分析～ 

Analysis Services と Excel のピボット テーブル機能のように、いろいろな角度からのデータ分

析（多次元分析）が行える製品は「OLAP ツール」と呼ばれ、この中でも Analysis Services の

ようにサーバー機能を持った製品は「OLAP サーバー」と呼ばれます。OLAP（オーラップ）は、

Online Analytical Processing の略で、直訳すると「オンラ゗ン分析処理」です。 

OLAP は、RDB（リレーショナル データベース）の生みの親でもある E.F.Codd 博士が生み出し

た言葉で、博士は「RDB は、基幹系処理を行うために理論化されたものであり、分析処理には向

かない」と言って、分析処理に関する OLAP を提唱しました。このとき、データを多次元的に解

析し、視覚化するためのルールとして「OLAP に関する 12 のルール」を作成しました。こうし

た背景から、（ルールをすべて満たしているかどうかは別として）多次元でのデータ分析が行える

ツールのことを、「OLAP ツール」と呼ぶようになりました。 

↓

「株式会社」という文字
を含む得意先のみ
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 OLAP キューブ ～多次元データベース～ 

Analysis Services のようにサーバー機能を持った「OLAP サーバー」製品は、”分析処理に特化し

たデータベース” を保持して、公開できる（クラ゗ゕントからゕクセスできる）機能を備えていま

す。この特殊なデータベースは、「OLAP キューブ」や「多次元データベース」と呼ばれ、内部的

な仕様は OLAP サーバー製品によって異なります。 

 

なぜ、OLAP サーバー（OLAP キューブ）が必要になるのかは、OLAP サーバーがない場合のデ

ータ分析を考えてみると理解しやすいと思います。例えば、通常のデータベース サーバー（OLTP）

に対して、次のようなクロス集計結果を取得する場合を考えてみます。 

 

この結果を取得するには、次のように非常に長い SELECT ステートメントを記述しなければなり

ません。 

SELECT  区分名 

       ,SUM( CASE YEAR(受注日) 

  WHEN 2005 THEN 受注明細.数量 * 受注明細.単価 END ) AS［CY2005］ 

       ,SUM( CASE YEAR(受注日) 

  WHEN 2006 THEN 受注明細.数量 * 受注明細.単価 END ) AS［CY2006］ 

       ,SUM( CASE YEAR(受注日) 

  WHEN 2007 THEN 受注明細.数量 * 受注明細.単価 END ) AS［CY2007］ 

       ,SUM( 受注明細.数量 * 受注明細.単価) AS 合計 

FROM  受注明細 

 INNER JOIN 受注 ON 受注明細.受注コード = 受注.受注コード 

 INNER JOIN 商品 ON 受注明細.商品コード = 商品.商品コード 

 INNER JOIN 商品区分 ON 商品区分.区分コード = 商品.区分コード 

GROUP BY 

 区分名 WITH ROLLUP 

OLAPサーバー

OLAPキューブ
（多次元データベース）

OLAPツール
（クラ゗ゕント）

データ分析に特化した
特殊なデータベース

商品区分と年度ごとのクロス集計（売上金額）
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このようなデータ分析のためのクエリは、分析の観点が異なるたびに（例えば、商品区分ではなく、

支社ごと、あるいは得意先ごとのクロス集計結果を取得したい場合には）、SELECT ステートメン

トを記述し直さなければなりません。また、こういったデータ分析用の SQL ステートメントは、

多数のテーブルを JOIN（結合）し、GROUP BY 演算によるグループ化処理が伴うので、サーバ

ーへの負荷（特に CPU とメモリへの負荷）が非常に高いクエリとなってしまいます。 

こうしたパフォーマンスの問題を解決するために登場したのが OLAP サーバー（OLAP キューブ）

です。OLAP キューブの内部的な仕様は、OLAP サーバー製品によって異なりますが、データ分析

（集計クエリ）のパフォーマンスを向上させるという目的は一緒です。 

 

 多次元（Multi Dimension：マルチ ディメンション）とは 

OLAP キューブ（多次元データベース）の゗メージは、Cube（立方体）という言葉のとおり、ル

ービック キューブのような゗メージです。 

 

この立方体は、3 次元（3 つの分析軸：商品区分、年度、支社）による売上金額を取得している様

子を表現していますが、これを次のように 2 次元（2 つの分析軸）のクロス集計表にしてみると理

解しやすいと思います。 

 

3 次元（3 つの分析軸）の場合は、キューブ（立方体）の゗メージになりますが、人間が目で確認

するには、次のような形になります。 

東京

大阪

北九州

支社

2005 2006 2007

年度

飲料

加工食品

菓子類

魚介類

商
品
区
分

売上金額

商品区分ごと・年度別の売上金額（２次元）

年度別・支社ごとの売上金額（２次元）

２次元

２次元
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分析軸として、さらに「得意先」を追加して、4 次元で表現する場合は、次のようになります。 

 

このように OLAP の世界では、分析軸のことを「次元」（Dimension：ディメンション）と呼び、

OLAP キューブには、こうした多次元分析のパフォーマンスを向上させるような内部的な構造が作

られています。 

3 次元

得意先を追加して
4次元（4つの分析軸）
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Note： ディメンジョン？  

日本では、デゖメンションのことを「デゖメンジョン」と濁って発音する方が多いのですが、デゖメンションと同じ意味

です。英単語の発音としては「デゖメンション」になります。 

 

Note： MDX（Multi Dimensional Expressions：多次元式）ステートメント 

Analysis Services では、キューブに対してクエリを実行するステートメントとして、SQL ステートメントを多次元対

応へ拡張した「MDX」（Multi Dimensional Expressions：多次元式）ステートメントが利用されています。Excel から 

Analysis Services へ接続する際は、GUI ベースでドラッグ＆ドロップのみで操作を行うだけなのですが、内部的には 

MDX ステートメントが実行されています。 
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1.2 Analysis Services のインストール 

Analysis Services を利用するには、SQL Server 2008 の゗ンストール時に次のコンポーネント

を選択しておく必要があります。 

 

Analysis Services は、データ分析のための処理エンジン（OLAP キューブの保持、公開）に必

要となるサーバー機能です。 

Business Intelligence Development Studio は、OLAP キューブを開発するために必要とな

るツールです。 

管理ツールには、SQL Server 2008 の管理ツール群が含まれ、SQL Server エンジンの管理ツー

ルとなる Management Studio や、Profiler（プロフゔ゗ラ）、構成マネージャなどが゗ンストー

ルされます。Analysis Services は、SQL Server エンジンと同様、Management Studio を利用

して管理するので、Analysis Services を管理するには管理ツールを゗ンストールしておく必要が

あります。 

Note： SQL Server 2008 エンジン（Database Engine）のインストールは必須ではない 

Analysis Services を利用するにあたって、SQL Server 2008 のエンジン（データベース エンジン サービス）の゗ン

ストールは必須ではありません。Analysis Services は、Oracle や DB2 など、ほかのデータベース製品のデータをも

とに OLAP キューブを作成することができるからです。また、SQL Server 2005 や SQL Server 2000 など、以前の

バージョンの SQL Server をもとに OLAP キューブを作成することも可能です。 

 

Analysis Services の OLAP キューブを作成する
ために必要。

SQL Server データベース エンジンと Agent 
ジョブ機能。

Analysis Services の管理ツールとなる
Management Studio を゗ンストールするために
必要。

Analysis Services のサーバー機能を利用するた
めに必要。
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なお、この自習書の手順を試すには、SQL Server 2005 または SQL Server 2008 のデータベー

ス エンジンが必要になります。STEP 1.4 で説明するサンプル データベースを SQL Server 2005 

または SQL Server 2008 へゕタッチしておく必要があります。 

 

 SQL Server 2008 Analysis Services の新機能 

SQL Server 2008 の Analysis Services で提供される新機能については、この自習書の巻末にま

とめていますので、新機能のみを知りたいという方は、そちらをご覧ください。 
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1.3 自習書を試す環境について 

 必要な環境 

この自習書で実習を行うために必要な環境は次のとおりです。 

 

OS 

Windows Server 2003 SP2（Service Pack 2） 以降 または 

Windows XP Professional SP2 以降 または 

Windows Vista または 

Windows Server 2008  

 

ソフトウェア 

SQL Server 2008 Enterprise / Developer / Standard / Workgroup Edition 

※  次のコンポーネントを゗ンストールしておく必要があります（それぞれの役割について

は前のページを参照してください）。 

 Analysis Services 

 Business Intelligence Development Studio（OLAP キューブの開発ツール） 

 管理ツール（Analysis Services の管理ツールとなる Management Studio が含

まれる） 

 データベース エンジン サービス または SQL Server 2005（OLAP キューブの

もととなるデータベースを保持するデータベース サーバーとして利用） 

 

この自習書内での画面やテキストは、OS に Windows Server 2003 SP2、ソフトウェゕに 

SQL Server 2008 Enterprise Edition を利用して記述しています。 

 

そのほか 

この自習書を試すには、サンプル スクリプトをダウンロードして、次のページの事前作業を実

行しておく必要があります。 
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1.4 サンプル スクリプトについて 

 サンプル スクリプトのダウンロードが必須になります 

この自習書では、すべての手順でサンプル スクリプトに含まれる「NorthwindJ」データベース

（NorthwindJ.mdf と NorthwindJ.ldf）を利用しますので、STEP2 以降を始める前に、必ずこの

データベースを SQL Server 2008 または SQL Server 2005 上へゕタッチしておいてください。

ゕタッチの手順は、次のとおりです。 

1. ［スタート］メニューの［すべてのプログラム］から、［Microsoft SQL Server 2008］を選

択して［SQL Server Management Studio］をクリックし、Management Studio を起動し

ます。 

2. 起動後、［サーバーへの接続］ダ゗ゕログで、［サーバー名］へ SQL Server の名前を入力し、

［接続］ボタンをクリックします。 

 

3. 接続完了後、次のように［データベース］フォルダを右クリックして［アタッチ］をクリック

します。 

 

SQL Server の名前を入力します
1

[接続] ボタンをクリックします
2

[データベース] を右クリックします

[ゕタッチ] をクリックします

1

2
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4. すると、次のように［データベースのゕタッチ］ダ゗ゕログが表示されるので、［追加］ボタ

ンをクリックします。 

 

サンプル スクリプトを解凍したフォルダを展開し、「NorthwindJ.mdf」フゔ゗ルを選択し

て［OK］ボタンをクリックします。 

5. すると、次のように［データベースのゕタッチ］ダ゗ゕログへ戻るので、［OK］ボタンをクリ

ックします。 

 

以上でゕタッチが完了です。もし、エラーが出る場合は、SQL Server のサービス ゕカウン

トに対して、「NorthwindJ.mdf」フゔ゗ルへの NTFS ゕクセス権限が付与されているかどう

かを確認してみてください。 

 

[追加] ボタンをクリックします
1

サンプル スクリプトを
解凍した場所を展開して

NorthwindJ.mdf を選択

2

[OK] ボタンをクリックします
3

↓

[OK] ボタンをクリックします
1
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 NorthwindJ データベースの構成 

NorthwindJ データベースは、Microsoft Access 2003 に付属のサンプル データベース

「Norhwind」を SQL Server 上へゕップサ゗ズし、この自習書の手順を試すために、一部のデー

タを加工したものです。具体的なスキーマ構成は次のとおりです。 

 

このデータベースは、商品の販売管理を題材とし、次のように「受注」テーブルと「受注明細」テ

ーブルの中へ受注データが格納されています。 

 

 

受注テーブル

受注明細テーブル

受注日

受注時単価 受注数量商品コード

受注コード
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STEP 2. AAnnaallyyssiiss  SSeerrvviicceess  のの基基本本操操作作  

この STEP では、OLAP キューブの作成手順やキューブ ブラウザからの操作方法など、

Analysis Services の基本操作について説明します。 

 

この STEP では、次のことを学習します。 

 データソースの設定 

 OLAP キューブの作成手順 

 キューブ ブラウザからの操作 

 階層の作成 
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2.1 作成する OLAP キューブ 

 作成する OLAP キューブ 

この STEP では、NorthwindJ データベースをもとに、次のような商品区分および商品ごとの受

注金額の合計を取得できる OLAP キューブを作成する手順を説明します。 

 

OLAP キューブの元となる受注データは、次のように「受注」テーブルと「受注明細」テーブルへ

格納されています。 

 

区分内の商品ごとの
受注金額の合計

区分ごとの
受注金額の合計

受注テーブル

受注明細テーブル

受注日

受注時単価 受注数量商品コード

NorthwindJ データベース内の「受注」と「受注明細」テーブル

受注コード

リレーション シップ
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また、「受注明細」テーブルの「商品コード」列からは、受注対象となった商品の名前や区分名（商

品分類名）などを「商品」テーブルと「商品区分テーブル」から取得できるようにリレーション シ

ップを設定してあります。 

 

 

 作業の流れ 

OLAP キューブを作成する作業のおおまかな流れは、次のとおりです。 

1. データソースの設定（OLAP キューブの元となるデータを保持しているサーバーの指定） 

2. データソース ビューの設定（OLAP キューブの元となるテーブルの指定） 

3. 名前付き計算の追加（受注時の単位と数量をかけ算して受注金額を取得する計算式の追加） 

4. OLAP キューブの作成（キューブ ウゖザードの実行） 

5. 属性と階層の設定（デゖメンション エデゖタで分析軸の設定） 

6. OLAP キューブの参照（キューブ ブラウザ） 

商品テーブル 商品区分テーブル（商品分類）

商品コード 区分コード 区分名商品名

受注明細テーブル

リレーション シップ

リレーション シップ
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2.2 Business Intelligence Development Studio の起動 

 Business Intelligence Development Studio の起動 

まずは、OLAP キューブを作成するためのツール「Business Intelligence Development Studio」

を起動します。 

1. Business Intelligence Development Studio を起動するには、［スタート］メニューの［す

べてのプログラム］から、［Microsoft SQL Server 2008］を選択し、［SQL Server Business 

Intelligence Development Studio］をクリックします。 

 

2. Business Intelligence Development Studio は、Visual Studio 2008 と統合されているの

で、Business Intelligence Development Studio を起動すると、次のように Visual Studio 

2008 が起動します。 

 

次に、［ファイル］メニューの［新規作成］から［プロジェクト］をクリックして、新しいプ

ロジェクトを作成します。 

3. すると、次のように［新しいプロジェクト］ダ゗ゕログが表示されるので、［プロジェクトの

種類］で「ビジネス インテリジェンス プロジェクト」を選択し、［テンプレート］で「Analysis 

「フゔ゗ル」メニューの「新規作成」
から「プロジェクト」をクリック

1
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Services プロジェクト」を選択します。 

 

［プロジェクト名］には、任意の名前のプロジェクト名（Analysis Services プロジェクト

1 など）を入力して、［OK］ボタンをクリックします。 

 

1

2

3

4
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2.3 データソースの設定 

次に、キューブの元となるデータを格納しているサーバーを指定するために、「データソース」（データ元）

を設定します。 

 データソースの設定 

4. データソースを設定するには、画面右側の［ソリューション エクスプローラ］から、次のよ

うに［データ ソース］を右クリックして、［新しいデータ ソース］をクリックします。 

 

5. すると、［データ ソース ウゖザード］が起動するので、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

6. 次の［接続の定義方法を選択します］画面では、接続先となる SQL Server とデータベース

を指定するために［新規作成］ボタンをクリックします。 

1 

1 
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7. これにより、［接続マネージャ］ダ゗ゕログが表示されるので、［サーバー名］へ SQL Server 

の名前を入力し、［データベースの選択または入力］で「NorthwindJ」データベースを選択

して、［OK］ボタンをクリックします。 

 

［データ ソース ウゖザード］へ戻ったら、［次へ］ボタンをクリックします。 

1 

1 

2

3
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8. 次の［権限借用情報］画面では、データソース（SQL Server）へ接続するユーザー ゕカウン

トを設定します。 

 

ここでは、［サービス アカウントを使用する］を選択して、Analysis Services のサービス ゕ

カウントがデータソースへ接続するようにします。設定後、［次へ］ボタンをクリックします。 

9. 最後に、［完了］ボタンをクリックして、［データ ソース ウゖザード］を終了します。 

 

1

1 

2

1 
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2.4 データソース ビューの作成 

 データソース ビューの作成 

次に、OLAP キューブの元となるデータ（受注テーブルや受注明細テーブルなど）を指定するため

に、データソース ビューを作成します。 

10. データソース ビューを作成するには、次のように［ソリューション エクスプローラ］から、

［データ ソース ビュー］を右クリックして［新しいデータ ソース ビュー］をクリックしま

す。 

 

11. すると、［データ ソース ビュー ウゖザード］が起動するので、［次へ］ボタンをクリックし

ます。 

 

12. 次の［データ ソースの選択］画面では、前の手順で作成したデータソース「Northwind J」

を選択して、［次へ］ボタンをクリックします。 

1

1 
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13. 次の［テーブルとビューの選択］画面では、NorthwindJ データベース内のテーブルとビュー

の一覧が表示されて、どのテーブル（またはビュー）を OLAP キューブの元データにするの

かを設定できます。 

 

ここでは、次のように「受注明細（dbo）」テーブルを選択して、移動ボタン（ ）をクリッ

クし、［含まれているオブジェクト］へ移動します。 

 

2

1 

NorthwindJ データベース内の
テーブルとビューが一覧される

↓1 

2 

3 
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14. 続いて、次のように［含まれているオブジェクト］へ追加した「受注明細（dbo）」テーブル

を選択した状態で、［関連テーブルの追加］ボタンをクリックします。 

 

これにより、受注明細テーブルとリレーション シップのある「受注」テーブルと「商品」テ

ーブルが自動的に［含まれているオブジェクト］へ追加されるようになります。 

さらに、追加した「受注」と「商品」テーブルを選択した状態で、もう一度［関連テーブルの

追加］ボタンをクリックします。 

 

これにより、受注テーブルとリレーション シップのある「得意先」テーブルと「社員」テー

ブル、「運送会社」テーブルが追加され、商品テーブルとリレーション シップのある「仕入先」

テーブルと「商品区分」テーブルが追加されます。 

全部で 8 つのテーブルが［含まれているオブジェクト］へ追加されたことを確認して、［次へ］

ボタンをクリックします。 

15. 最後に、作成するデータソース ビューの プレビュー 画面が表示されるので、内容を確認し

て、［完了］ボタンをクリックします。 

↓

2

3 

1 

↓

2

3

1 

4
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16. ウゖザードが完了すると、作成したデータソース ビュー（Northwind J.dsv）がデータソー

ス ビュー デザイナで表示され、設定を編集できるようになります。 

 

1 

データソース ビュー デザイナ
が表示され、データソースの設
定を編集できる

作成されたデータソース ビュー
（.dsv という拡張子）

2

1
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2.5 名前付き計算の追加（単価*数量の受注金額） 

 データソース ビューへ名前付き計算の追加 

データソース ビューでは、データソース（元データ）の列に対する計算式を追加することができ

ます。ここでは、データソース内の受注明細テーブルの列「数量」と「単価」（受注時の数量と単

価）をかけ算して、”受注金額” を取得する計算式を作成します。 

17. 名前付き計算を作成するには、データソース ビュー デザ゗ナで、次のように［受注明細］テ

ーブルを右クリックして、［新しい名前付き計算］をクリックします。 

 

18. すると、［名前付き計算の作成］ダ゗ゕログが表示されます。 

 

［列名］へ「受注金額」と入力し、［式］へ「数量 * 単価」を入力して、［OK］ボタンをクリ

ックします。 

19. データソース ビュー デザ゗ナへ戻ったら、名前付き計算（電卓の形をしたゕ゗コン）が追加

されていることを確認します。 

 

1 

1 

2 

3

「受注金額」列が
追加される
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20. 次に、名前付き計算の「受注金額」が正しく計算されることを確認しておきましょう。次のよ

うに、「受注明細」テーブルを右クリックして、［データの探索］をクリックします。 

 

すると、受注明細テーブルのデータが表示されて、名前付き計算の計算結果を確認することが

できます。 

 

このデータは、データソース（NorthwindJ データベース）の受注明細テーブルを直接参照し

たもので、内部的にはデータソースに対して次の SELECT ステートメントが実行されていま

す。 

SELECT 受注コード, 商品コード, 数量, 単価, 割引, 数量 * 単価 AS 受注金額 

 FROM 受注明細 

 

このように、名前付き計算の実体は、SELECT ステートメントの取得列です。 

なお、正確な受注金額を計算するには、「割引」列も計算に含める必要がありますが、この自

習書では手順を分かりやすくするために省略しています。 

 

1 

2 

「単価」×「数量」の計算結果

「単価」 「数量」 「受注金額」
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2.6 OLAP キューブの作成（キューブ ウィザード） 

 OLAP キューブの作成 

次に、データソース ビューで設定したテーブルをもとに OLAP キューブを作成します。 

21. OLAP キューブを作成するには、［ソリューション エクスプローラ］から、［キューブ］を右

クリックして［新しいキューブ］をクリックします。 

 

22. すると、「キューブ ウゖザード」が表示されるので、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

23. 次の［作成方法の選択］画面では、［既存のテーブルを使用する］を選択して、［次へ］ボタン

をクリックします。 

1 

1 
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24. 次の［メジャー グループ テーブルの選択］画面では、メジャーとして設定したい「列」が含

まれているテーブルを選択します。メジャーは、受注金額など、データ分析における集計対象

となる列になります。 

 

ここでは、受注金額が含まれている［受注明細］テーブルを選択して、［次へ］ボタンをクリ

ックします。 

Note： メジャー（Measure）とは 

measure は、直訳すると「尺度、ものさし」で、データ分析における集計対象となる列です。たとえば、売上分

析の場合は、「受注金額」や「コスト」、「粗利益」、「売掛金残」、「在庫数」、「新規・リピート客数」などがメジャ

ーになります。ゕンケート分析や Web のゕクセス ログ分析では、データの件数（ページのクリック数）などが

メジャーになります。 

 

 

1 

2 

2 

3 

1 



SQL Server 2008 自習書 No.11 Analysis Services 入門 

35 

25. 次の［メジャーの選択］画面では、受注明細テーブル内の列と名前付き計算、データ件数をカ

ウントするための列が一覧され、どれをメジャーに設定するのかを選択します。 

 

ここでは、既定のまま、すべてのチェックボックスがチェックされた状態で、［次へ］ボタン

をクリックします。 

26. 次の［新しいデゖメンションの選択］画面では、データソース ビュー内のテーブルが一覧さ

れ、分析の切り口（軸）となるディメンションとして設定したい列が含まれているテーブルを

選択します。 

 

ここでは、すべてのデゖメンションのチェックボックスがチェックされていることを確認して、

［次へ］ボタンをクリックします。 

Note： ディメンション（次元）とは 

STEP 1 で説明したように、デゖメンションは、分析の切り口（分析軸）となるものです。たとえば、売上分析の

場合は、「商品」や「支社」、「得意先」、「年度」、「地域」、「性別」などがデゖメンションになります。 

 

4 

名前付き計算（単価 * 数量）

データ件数をカウントするための列

2 

1 
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27. 最後に、［キューブ名］へ任意の名前（Northwind J など）を入力して、［完了］ボタンをク

リックします。 

 

以上で、キューブ ウゖザードが完了し、次のようにキューブ デザイナが表示されて、キュー

ブ定義を編集できるようになります。 

 

 

2 

1 

作成されたキューブ定義
（.cube）という拡張子

1

作成されたデゖメンション定義
（.dim）という拡張子

2

キューブ デザ゗ナ
3
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2.7 属性の追加 

次に、分析軸となるデゖメンションの「属性」（商品区分名や商品名、仕入先名など、受注金額（メ

ジャー）を分析する切り口となる列）を設定します。 

28. 属性を設定するには、［ソリューション エクスプローラ］の、［デゖメンション］を展開して、

［商品.dim］デゖメンションをダブル クリックし、ディメンション デザイナを開きます。 

 

29. 次に、［データ ソース ビュー］ペ゗ンの「商品区分」テーブルから［区分名］列を［属性］

ペ゗ンへドラッグ ゕンド ドロップします。 

 

デゖメンション デザ゗ナ
2

ダブル クリック
1

「区分名」をドラッグ
& ドロップ

1

↓

[属性] へ「区分名」が
追加される

2
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これにより、「商品」デゖメンションの属性として「区分名」を追加することができます。 

同様にして、「商品」テーブルから［商品名］を、「仕入先」テーブルから［仕入先名］を［属

性］ペ゗ンへドラッグ ゕンド ドロップして追加します。 

 

これにより、「区分名」に加えて、「商品名」と「仕入先名」を、商品デゖメンションの属性と

して追加することができます。 

 

 キューブの処理 

次に、キューブを処理して、キューブ デザ゗ナで設定したキューブ定義をもとに、キューブを作

成します（作成されたキューブは、Analysis Services サーバー上へ配置されます）。 

30. キューブを処理するには、［ソリューション エクスプローラ］の［キューブ］フォルダにある

［Northwind J.cube］キューブを右クリックして、［処理］をクリックします。 

 

「仕入先名」をドラッ
グ＆ドロップ

「商品名」をドラッグ
＆ドロップ

1

2

↓

[属性] へ「仕入先名」と
「商品名」が追加される

3

1
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すると、次のように配置が初めてかどうかを確認するダ゗ゕログが表示されるので、［はい］

ボタンをクリックします。 

 

次に、［キューブの処理］ダ゗ゕログが表示されたら、［実行］ボタンをクリックして、キュー

ブ処理を実行します。 

 

すると、［処理の進行状況］ダ゗ゕログが表示されて、処理の実行状況が表示されます。 

 

［状態］が「処理が成功しました。」となり、処理が完了したのを確認したら、［閉じる］ボタ

ンをクリックしてダ゗ゕログを閉じます。 

［キューブの処理］ダ゗ゕログへ戻ったら、［閉じる］ボタンをクリックして、このダ゗ゕロ

グも閉じます。 

1

2

1

2

1
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2.8 キューブ ブラウザからデータの確認 

作成した OLAP キューブは、キューブ ブラウザから参照することができます。 

 キューブ ブラウザ 

31. キューブ ブラウザを表示するには、［ソリューション エクスプローラ］の［キューブ］フォ

ルダにある［Northwind J.cube］キューブをダブル クリックして、［ブラウザ］タブをク

リックします。 

 

すると、キューブ ブラウザが表示されて、メジャーやデゖメンション、各種のフゖールドが

表示されるようになります。 

32. まずは、受注金額の合計を表示するために、［Measures］（メジャー）を展開して、［受注明

細］の［受注金額］を「詳細フィールド」へドラッグ ゕンド ドロップします。 

 

これにより、受注金額の合計（総計）が、2982 万 1530 円であることを確認できます。 

詳細フゖールド

列フゖールド

行フゖールド

フゖルタフゖールド

2

ダブル クリック
1

メジャー

デゖメンション

1 
「受注金額」を「詳細フゖール
ド」へドラッグ ＆ ドロップ

↓

詳細フゖールド
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33. 次に、［商品］デゖメンションを展開して、［区分名］を「行フィールド」へドラッグ ゕンド ド

ロップします。 

 

すると、［区分名］ごとの［受注金額］の合計を表示することができ、飲料カテゴリは 494

万 9750 円、加工食品は 227 万 2300 円の受注金額であることを確認できます。 

34. 次に、「商品名」ごとの集計を追加してみましょう。 

次のように、「区分名」と「受注金額」の間へ、「商品名」をドラッグ ゕンド ドロップします。 

 

これにより、「区分名」の隣に「商品名」が追加されて、それぞれの区分名の左側には、展開

可能を意味する［+］ボタンが表示されるようになります。 

続いて、次のように「飲料」の隣の［＋］ボタンをクリックして、展開（ドリルダウン）しま

す。 

1 
「区分名」を「行フゖールド」
へドラッグ ＆ ドロップ

↓

2 

行フゖールド

1 
「商品名」を「区分名」と「受注金
額」の間へドラッグ ＆ ドロップ

↓

2 
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これにより、「飲料」区分内の商品が一覧されて、商品ごとの受注金額の合計を確認できます。 

Note： ドリルダウン（展開）とドリルアップ（折りたたみ） 

OLAP ツールの世界では、分類項目を展開して、詳細を表示する操作を「ドリルダウン」と呼びます。また、それ

とは逆に、展開したものを折りたたむ操作は「ドリルアップ」と呼ばれます。 

 

 表示した属性の削除、結果のクリア 

35. キューブ ブラウザへ表示した属性を削除したい場合は、削除したい属性を左ペ゗ンへドラッ

グ ゕンド ドロップします。たとえば、次のように［商品名］を左ペ゗ンへドラッグ ゕンド ド

ロップすれば、商品名を削除できるようになります。 

 

1 
「+」をクリック

飲料区分内の商品が表示され、
商品ごとの受注金額の合計が
表示される

「飲料」区分の最後の行には、
「小計」が表示され、これは
飲料区分全体の合計を表す

2 

3 

削除したい（列名（属性）を左
ペ゗ンへドラッグ＆ドロップ

1 

商品名が削除された
2 

↓
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36. キューブ ブラウザへ配置した属性やメジャーをすべてクリゕしたい場合は、次のようにツー

ル バーの［結果をクリア］（ ）ボタンをクリックします。 

 

 

 分析軸の入れ替え 

37. キューブ ブラウザでは、デゖメンション（分析軸）をドラッグ ゕンド ドロップする場所に

よって、いろいろな角度からの分析が行えるようになります。 

たとえば、「区分名」を横軸にした「受注金額」を表示したい場合は、次のように［区分名］

を「列フィールド」へ、［受注金額］を 「詳細フゖールド」へドラッグ ゕンド ドロップしま

す。 

 

また、次のように「仕入先名」を［行フィールド］へドラッグ ゕンド ドロップすれば、仕入

先別に商品区分ごとの受注金額を表示できるようになります。 

1 

結果がクリゕされる
2 

「受注金額」を「詳細フゖール
ド」へドラッグ＆ドロップ

「区分名」を「列フゖールド」
へドラッグ ＆ ドロップ

1 

2 
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このように、Analysis Services を利用すると、いろいろな角度からの分析（多次元分析）を

自由なレ゗ゕウトで行えるようになります。 

38. 最後に、［結果をクリゕ］（ ）ボタンをクリックして、結果をクリゕしておきましょう。 

 

 

「仕入先名」を「行フゖール
ド」へドラッグ ＆ ドロップ

1

1 

2 
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2.9 階層（Hierarchy） 

前の手順では、商品区分内の商品ごとの受注金額を表示するために、次のようにそれぞれの属性をドラッグ 

ゕンド ドロップで配置しました。 

 

このように、分類項目から詳細へ展開（ドリルダウン）したい属性の組み合わせがある場合には、「階層」

（Hierarchy）を作成しておくと便利です。以降では、階層を作成する手順を説明します。 

 階層の作成 

39. 階層を作成するには、［ソリューション エクスプローラ］の［ディメンション］フォルダにあ

る［商品.dim］をダブル クリックして、デゖメンション デザ゗ナを表示し、［ディメンショ

ン構造］タブを開きます。 

 

 

1 
「商品名」を「区分名」と「受注金
額」の間へドラッグ ＆ ドロップ

↓

2

ダブル クリック
1 
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40. 次に、［区分名］属性を「階層」ペ゗ンへドラッグ ゕンド ドロップします。 

 

すると、階層ペ゗ンへ「階層」という名前の付いた階層が追加されて、その中へ「区分名」属

性が含まれるようになります。 

41. 次に、追加された階層の名前「階層」を右クリックして［名前の変更］をクリックし、階層の

名前を「商品階層」へ変更します。 

 

42. 次に、階層へ「商品名」属性を追加します。次のように「商品名」属性を「商品階層」の「区

分名」属性の下へドラッグ ゕンド ドロップします。 

「区分名」をドラッグ ＆ ドロップ

2 

1 

2 

階層名を「商品階層」に変更

↓

↓

3 

階層の名前「階層」を右
クリック

1 
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 キューブ処理 

次に、作成した階層を反映させるために、キューブを処理します。 

43. キューブを処理するには、次のように［Northwind J.cube］キューブを右クリックして、［処

理］をクリックします。 

 

次のように配置を確認するダ゗ゕログが表示されたら、［はい］ボタンをクリックします。 

 

［キューブの処理］ダ゗ゕログが表示されたら、［実行］ボタンをクリックして、キューブの

処理を実行します。 

1 

「商品名」を「区分名」の下へ
ドラッグ＆ドロップ

2 

1

1
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［処理の進行状況］ダ゗ゕログで、［状態］が「処理が成功しました。」となって、処理が完了

したのを確認したら、［閉じる］ボタンをクリックします。 

また、［キューブの処理］ダ゗ゕログへ戻ったら、［閉じる］ボタンをクリックします。 

 

 作成した階層の確認 

44. 次に、作成した階層が、正しく表示されることを確認しておきましょう。 

まずは、［ソリューション エクスプローラ］の［キューブ］フォルダの［Northwind J.cube］

キューブをダブル クリックして、［ブラウザ］タブをクリックし、キューブ ブラウザを開き

ます。 

 

次に、ツールバーの［再接続］ボタンをクリックして、Analysis Services へ再接続します。 

これにより、前の手順で追加した「商品階層」が「商品」デゖメンションの下へ追加されてい

ることを確認できます。 

1

2

↓

1

ダブル クリック
1 

3 

「商品階層」が追加される
4 

「ブラウザ」タブをクリック
2 
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45. 続いて、［受注金額］を「詳細フゖールド」へ、［商品階層］を「行フゖールド」へドラッグ ゕ

ンド ドロップします。 

 

これにより、商品階層で一番上に定義した「区分名」がまず表示され、区分名の隣には［+］

ボタンが表示されて展開（ドリルダウン）できるようになります。これを展開すると、「商品

名」ごとの受注金額を表示できるようになります。 

このように、階層を作成しておくと、「分類→詳細」のように、展開（ドリルダウン）して表

示したい項目をすばやく参照できるようになるので、大変便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「受注金額」を「詳細フゖール
ド」へドラッグ＆ドロップ

「商品階層」を「行フゖルー
ド」へドラッグ ＆ ドロップ

1 

2 

「区分名」を展開（ドリル
ダウン）すると「商品名」
が表示されるようになる

3 



SQL Server 2008 自習書 No.11 Analysis Services 入門 

50 

STEP 3. 時時間間デデゖゖメメンンシショョンン  

この STEP では、時間デゖメンションを作成して、年度ごとや四半期ごと、月ごとなど

で受注金額を分析できるようにする手順を説明します。 

 

この STEP では、次のことを学習します。 

 時間デゖメンションの作成 

 時間テーブルの自動生成 
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3.1 手順の概要 

 作成する OLAP キューブ 

この STEP では、前の STEP で作成したキューブを変更して、年度別の受注金額の合計を取得で

きるようにします。 

 

また、年をドリルダウンした場合は、四半期ごとの合計が表示されるようにします。 

 

 

 時間テーブルの役割 

このように年ごとや四半期ごとの合計を取得するには、「時間テーブル」と「時間ディメンション」

を作成する必要があります（Analysis Services には、これらを自動生成する機能があるので、こ

の STEP ではその手順を説明します）。 

なぜ、時間テーブルが必要になるのかは、時間テーブルがない場合を考えると理解しやすいと思い

ます。年や四半期などの情報は、「受注」テーブルの「受注日」列へ格納されているので、これを

年ごとの受注金額
の合計

年をドリルダウンすると四半期が表示されて、
四半期ごとの受注金額の合計を表示できる
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デゖメンションの属性として、次のように設定した場合を考えてみます。 

 

このように「受注日」列をそのまま属性として利用する場合は、日にち単位での集計（受注金額の

合計）しか取得することができず、年ごとや四半期ごとの集計を取得することができません。こう

いった問題を解決してくれるのが「時間テーブル」です。このテーブルは、Analysis Services に

よって自動生成させることができますが、次のように単純に 1 月 1 日から 12 月 31 日までの日に

ち（1 日ごと）を格納しておくテーブルです。 

 

時間テーブルへは、「年」や「四半期」、「月」、「週」、「曜日」など、その日に関する情報を格納し

ておくことで、受注日などのように ”日にち” だけのデータでも、その日に関する情報を「時間テ

ーブル」から取得できるようになります。 

データソース（NorthwindJ データベース）内の
受注テーブル

合計値

受注日をデゖメンション（分析軸）とした場合の結果

2005年 2月 15日に
受注したデータ（2件）

2

3

仮に受注日を属性と
して設定した場合

1

：

：

時間テーブル（単純な日にちデータ：1日ごとに 1件）

：

2004年 1月

2004年 12月 2005年 12月
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このように「時間テーブル」を用意しておけば、年ごとや四半期ごと、月ごと、週ごと、曜日ごと

などの集計（受注金額の合計）を簡単に取得できるようになります。また、必要に応じて、その日

の「天気情報」（晴れ、くもり、雨）などを時間テーブルへ追加しておけば、天気ごとの売上分析

も行えるようになります。 

以降では、Analysis Services によって、時間テーブルを自動生成する手順を説明します。 

 

 

時間テーブル

受注テーブル

リレーション シップ

2005年 2月 15日に
受注したデータ

「時間」テーブルを参照することで
2005年 2月 15日は、

「2005年」「Q1」「2月」「8週目」
「Tuesday」であることが分かる
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3.2 時間ディメンションの作成 

時間テーブルを自動生成するには、最初にデゖメンション ウゖザードを利用して、「時間デゖメンション」

を作成しておく必要があります。 

 時間ディメンションの作成 

1. 時間デゖメンションを作成するには、次のように［ソリューション エクスプローラ］から、

［ディメンション］を右クリックして、［新しいディメンション］をクリックします。 

 

2. すると、［デゖメンション ウゖザード］が表示されるので、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

3. 次の［作成方法の選択］画面では、デゖメンションの作成方法を選択します。 

1

1
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ここでは、［データ ソースに時間テーブルを生成］を選択して、［次へ］ボタンをクリックし

ます。 

4. 次の［時間間隔の定義］画面では、時間テーブルとして作成する時間（期間）の種類を設定し

ます。 

 

今回は、［カレンダーの最初の日］を「2004年 1月 1 日」へ、［カレンダーの最終日］を「2009

年 12 月 31 日」へ変更して、2004 年 1 月 1 日から 2009 年 12 月 31 日までの日にちが格

納された時間テーブルが作成されるようにします。次に、［時間間隔］で［年］と［四半期］、

［月］、［日付］をチェックして、年と四半期、月、日に関する情報を時間テーブルへ格納する

ようにします。［時間メンバ名の言語］では「日本語（日本）」を選択します。 

［次へ］ボタンをクリックして、次へ進みます。 

5. 次の［カレンダーの選択］画面では、会計年度の追加が行えます。 

1

2

1

2

4

3
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［会計カレンダー］をチェックして、［開始する月日］では、「1」と「4 月」を選択すること

で、4 月 1 日を新年度としたカレンダーを時間テーブルへ追加することができます（会計年度

によるデータ分析が可能になります）。 

設定後、［次へ］ボタンをクリックして、先へ進みます。 

6. 最後に、任意の時間デゖメンションの名前（時間 1 など）を設定して、［完了］ボタンをクリ

ックします。 

 

ウゖザードが完了すると、時間デゖメンション（時間 1.dim）が作成されて、デゖメンショ

ン デザ゗ナが表示されます。 

2

1

1

2



SQL Server 2008 自習書 No.11 Analysis Services 入門 

57 

 

 

 時間テーブルの自動生成 

7. 次に、作成した時間デゖメンションをもとに、データソース ビュー上へ時間テーブルのスキ

ーマ（テーブル構造）を生成して、かつ SQL Server（データソース）内へ時間テーブルを自

動生成します。 

時間テーブルを自動生成するには、次のように［ここをクリックしてデータ ソース ビューを

生成します］をクリックします。 

 

すると、［スキーマ生成ウゖザード］が起動するので、［次へ］ボタンをクリックして、次へ進

みます。 

8. 次の［対象の指定］画面では、時間テーブルのスキーマ（テーブル構造）を生成する先となる

データソース ビューを選択します。 

1

2
デゖメンション デザ゗ナ

会計年へ対応した階層も
自動作成されている

年→四半期→月→日の階層が
自動作成されている

自動作成された属性

1

↓

2
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ここでは、［既存のデータ ソース ビューを使用する］を選択し、「Northwind J」データソ

ース ビューが選択されていることを確認して、［次へ］ボタンをクリックします。 

9. 次の［サブジェクト領域データベース スキーマのオプション］画面では、スキーマ（テーブ

ル構造）のオプションを設定します。 

 

今回はこのまま、［次へ］ボタンをクリックして先に進みます。 

10. 次の［名前付け規則の指定］画面では、名前付けの規則を設定します。 

1

2

1
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今回は、既定の名前のまま、［次へ］ボタンをクリックして先へ進みます。 

11. 次の［ウゖザードの完了］画面で、［完了］ボタンをクリックします。 

 

これにより、スキーマの生成が開始されて、SQL Server 上へ時間テーブルが作成されるよう

になります。また、 マークの警告も表示されていますが、この警告は既存のテーブル（受

注や受注明細、商品など）に対しても SQL Server 上へ同じテーブルを作成しようとしてい

ることによって発生しているものなので、無視して大丈夫です。 

実行が完了したら、［閉じる］ボタンをクリックしてダ゗ゕログを閉じます。 

時間デゖメンションの［デゖメンションの構造］タブへ戻ったら、［データ ソース ビュー］

ペ゗ンへ、「時間 1」テーブルが追加されていることを確認します。 

2

1 2

↓
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12. 次に、［ソリューション エクスプローラ］の［データ ソース ビュー］フォルダにある

［Northwind J.dsv］データソース ビューをダブル クリックして、データソース ビュー デ

ザイナを表示します。 

 

データソース ビューへ「時間 1」テーブルが追加されていることを確認できます。 

13. 続いて、次のように「時間 1」テーブルを右クリックして、［データの探索］をクリックしま

す。 

1

「時間1」テーブルが追
加されている

年

四半期

月

会計年へ対応
した列

「Northwind J.dsv」を
ダブル クリック

1

2



SQL Server 2008 自習書 No.11 Analysis Services 入門 

61 

 

これにより、SQL Server へゕクセスし（内部的に SELECT ステートメントが実行されて）、

「時間 1」テーブルのデータを確認できます。 

確認後、［Northwind J.dsv］タブをクリックして、データソース ビュー デザ゗ナへ戻りま

す。 

Note： Management Studio から「時間1」テーブルの確認 

時間 1 テーブルが本当に作成されたかどうかを確認したい場合は、次のように Management Studio の「クエリ 

エデゖタ」を利用して、時間 1 テーブルを SELECT します。 

 

 

1

2

↓
「時間1」テーブルの中身

3

年 四半期 月日にち
（1日ごと）

1

2
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 リレーション シップの設定（受注日から PK_日付へ） 

次に、受注テーブルの「受注日」と「時間 1」テーブルを関連付けるために、リレーション シッ

プを設定します。 

14. リレーション シップを設定するには、データソース ビュー デザイナで「受注」テーブルの

［受注日］を、「時間 1」テーブルの［PK_日付］列の上へ、ドラッグ ゕンド ドロップしま

す。 

 

これにより、「受注」テーブルから「時間 1」テーブルに向って矢印が追加されます。 

Note： 論理的なリレーション シップ 

データソース ビューで設定したリレーション シップは、実際に（物理的に）NorthwindJ データベース内へ作成

されるわけではありません。このリレーション シップは、データソース ビュー内だけの（Analysis Services が

内部利用するための）論理的なリレーション シップです。 

 

 メジャーと時間ディメンションのリレーション シップの設定 

時間デゖメンションを利用できるようにするには、メジャー（受注金額）と、時間デゖメンション

のリレーション シップについても設定する必要があります。このリレーション シップは、データ

ソース ビューで設定したリレーション シップとは異なり、”キューブ定義” として設定するリレ

ーション シップ（メジャーとの関係）になります。 

15. メジャーとのリレーション シップを設定するには、まずキーとなる項目（「受注」デゖメンシ

ョンの「受注日」）を属性として追加しておく必要があります。これを行うには、次のように

1

2

「受注日」を「PK_日付」へ
ドラッグ ＆ ドロップ

3

矢印（リレーション シップ）
が追加される
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［ソリューション エクスプローラ］の［ディメンション］フォルダの［受注.dim］をダブル 

クリックして、ディメンション デザイナを表示します。 

 

次に、「データ ソース ビュー」ペ゗ンの「受注」テーブルから［受注日］を「属性」ペ゗ン

へドラッグ ゕンド ドロップして、追加します。 

16. 次に、［ソリューション エクスプローラ］の［キューブ］フォルダの［Northwind J.cube］

キューブをダブル クリックして、キューブ デザ゗ナを表示し、［ディメンションの使用法］

タブをクリックします。 

 

このタブは、メジャーとデゖメンションのリレーション シップ（関係）を設定するための場

所です。すでに、「受注」と「商品」デゖメンションが追加されていますが、これは STEP 2 で

実行したキューブ ウゖザードによって自動設定されたものです。 

17. 続いて、次のようにデザ゗ナ上の任意の場所を右クリックして、［キューブ ディメンションの

追加］をクリックします。 

2

3

「受注日」をドラッグ ＆ ドロップ

1
ダブル クリック

1
ダブル クリック

キューブ ウゖザードに
よって自動設定された
メジャーとの関係

「デゖメンションの使用法」
タブをクリック

2
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これにより、［キューブ デゖメンションの追加］ダ゗ゕログが表示されるので、［時間 1］デ

ゖメンションを選択して、［OK］ボタンをクリックします。 

［デゖメンションの使用法］タブへ戻ったら、「時間 1」デゖメンションが追加されているこ

とを確認します。 

 

18. 続いて、「時間 1」デゖメンションの（ ）ボタンをクリックして、メジャーとのリレーショ

ン シップを設定します。 

 

1

2

3

↓

「時間1」デゖメンションが追加
1

「...」をクリック
1
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これにより、「リレーションシップの定義」ダ゗ゕログが表示されます。 

 

このダ゗ゕログでは、［リレーションシップの種類の選択］で「参照対象」を選択し、［中間デ

ゖメンション］で「受注」テーブルを、［参照デゖメンションの属性］で「日付」を、［中間デ

ゖメンションの属性］では「受注日」を選択します。 

このようにリレーション シップの種類で「参照対象」を選択する場合は、メジャー（受注金

額）とデゖメンション（時間）との間に、直接のリレーション シップ（データソース ビュー

上のリレーション シップ）がない場合（間に別テーブルを介す場合）です。これは、次のよ

うな状況です。 

 

時間デゖメンションとメジャー（受注金額）は、受注テーブルの「受注日」を介して結びつけ

られるので、画面のように設定しています。 

設定後、［OK］ボタンをクリックしてダ゗ゕログを閉じます。 

 

 キューブの処理 

次に、追加した時間デゖメンションを実際のキューブへ反映させるために、キューブを処理します。 

1

2

3

4

時間1テーブル 受注テーブル

受注明細テーブル

受注金額
メジャー

PK_日付列
「Date」属性

受注日

直接リレーション シップがあ
るわけではなく、受注テーブル
を介している
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19. キューブを処理するには、［ソリューション エクスプローラ］の［キューブ］フォルダにある

［Northwind J.cube］キューブを右クリックして、［処理］をクリックします。 

 

配置の確認ダ゗ゕログが表示されたら、［はい］ボタンをクリックします。 

 

［キューブの処理］ダ゗ゕログでは、［実行］ボタンをクリックして、キューブ処理を実行し

ます。 

 

［処理の進行状況］ダ゗ゕログでは、［状態］が「処理が成功しました。」となって、処理が完

了したのを確認したら、［閉じる］ボタンをクリックして閉じます 

 

 追加した時間ディメンションの確認 

20. 時間デゖメンションを確認するには、キューブ デザ゗ナで［ブラウザ］タブをクリックして、

キューブ ブラウザを表示し、次のように［再接続］ボタンをクリックします。 

1

1

1

3

↓

2
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すると、左ペ゗ンに［時間 1］デゖメンションが表示されます。 

 

 時間ディメンションを使ったキューブ ブラウザの操作 

21. 次に、［受注金額］メジャーを［詳細フゖールド］へドラッグ ゕンド ドロップし、［時間］デ

ゖメンションの［年 – 四半期 – 月 – 日付］階層を「行フゖールド」へドラッグ ゕンド ド

ロップします。 

 

これにより、年ごとの受注金額の合計を表示できます。 

1

2

3

「時間1」デゖメンション
が表示される

「年 – 四半期 – 月 – 日付」を「行
フゖールド」へドラッグ ＆ ドロップ

「受注金額」を「詳細フゖールド」へ
ドラッグ ＆ ドロップ

1

2
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22. 次に配置した、［年］の任意の行（2006 年など）の「＋」ボタンをクリックして展開すると、

［四半期］が表示されます。  

 

同様に、キューブ ブラウザ内の［四半期］の任意の行（ 2006 年度第 2 四半期など）の「＋」

ボタンをクリックして展開して、［月］ごとの受注金額を確認します。 

 

さらに、［月］の任意の行（2006 年 4 月など）の「＋」ボタンをクリックすれば、［日付］

（受注日）ごとの受注金額を確認できます。 

 

このように、時間デゖメンションを利用すると、年ごとや四半期ごと、月ごと、日付ごとに順

をおって受注金額を表示できるようになるので大変便利です。 

23. 次に、時間デゖメンションの［年 – 四半期 – 年 – 日付］階層を 「列フゖールド」へ、［商

品］デゖメンションの［区分名］を「行フゖールド」へとドラッグ ゕンド ドロップします。 

「年」列の「＋」ボタンをクリックすると、
「四半期」列が表示される

1

2

四半期を展開して
月ごとの受注金額

の合計を表示

月を展開して
日にちごとの受注金額

の合計を表示
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これにより、商品区分ごとの受注金額を、年ごとに表示できるようになります。また、年をド

リルダウンすれば、四半期ごとや月ごとに表示することもできます。 

 

 会計年度での表示 

時間デゖメンションの［会計年度 - 会計四半期 - 会計月 - 会計日］階層を利用すると、会計年

度ごとに受注金額を表示することもできます。 

 

 

「年 – 四半期 – 月 – 日」を「列フゖール
ド」へドラッグ＆ドロップ

「区分名」を「行フゖール
ド」へドラッグ＆ドロップ

1

2

四半期を展開して
月ごとの受注金額

の合計を表示

2005年度
2005年3月まで

2006年度
2005年4月から
2006年3月まで

2007年度
2006年4月から
2007年3月まで
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Note： 半期ごとや週ごとに集計を表示したい場合 

半期ごとや週ごとに集計（受注金額の合計）を表示したい場合は、手順 4 の［時間間隔の定義］画面（以下）で 時間間

隔を追加するようにします。 

 

 

このように Analysis Services には、時間テーブルを自動生成する機能が備わっているので、年

ごとや四半期ごと、月ごとなど、時間を利用したデータ分析を簡単に行うことができます。 

 

 

 

 

 

半期（半期ごと）

三半期（4ヶ月ごと）

10日間（10日ごと）

週（週ごと）
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STEP 4. MMiiccrroossoofftt  OOffffiiccee  EExxcceell  22000077  

かかららののキキュューーブブ接接続続  

この STEP では、Microsoft Office Excel 2007 から OLAP キューブへ接続し、ピボッ

ト テーブルやピボット グラフを作成して、データ分析を行うための基本操作を説明し

ます。 

 

この STEP では、次のことを学習します。 

 ピボット テーブルの作成 

 ピボット グラフの作成 

 分析軸の入れ替え 

 フゖルタ操作（トップテン フゖルタ、値フゖルタ、ラベル フゖルタ） 

 数式変換による任意レ゗ゕウト 

 クラ゗ゕントへ必要となる Analysis Services OLE DB Provider 

 Excel 2003 と Excel 2007 との違い 
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4.1 Excel 2007 からのキューブ接続 

 作成するレポートとグラフ 

この STEP では、Excel 2007 から OLAP キューブへ接続し、次のようなピボット テーブル（商

品区分別・年度別の受注金額の合計）とピボット グラフを作成する手順を説明します。 

作成するピボット テーブル 

 

作成するピボット グラフ 

 

数式変換による任意レ゗ゕウト（構成比率と累積構成比率の追加） 
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4.2 データソースの設定 

 データソースの設定 

Excel 2007 からキューブへ接続するには、最初にデータソースを設定する必要があります。 

1. データソースを設定するには、次のように Excel 2007 の［データ］タブで［その他のデー

タソース］をクリックして、「Analysis Services」をクリックします。 

 

2. すると、「データ接続ウゖザード」が表示されるので、［サーバー名］へ接続先となる Analysis 

Services のサーバー名を入力します。 

 

入力後、［次へ］ボタンをクリックして、次へ進みます。 

2 

3 

1 

1 

2 
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3. 次の［データベースとテーブルの選択］画面では、接続先となるキューブを選択します。 

 

［使用するデータが含まれているデータベースを選択］リストでキューブを作成したプロジェ

クトの名前（STEP 2.1 で入力したプロジェクト名：既定は Analysis Services プロジェク

ト 1）を選択し、［Northwind J］キューブを選択して、［次へ］ボタンをクリックします。 

4. 次の［データ接続フゔ゗ルを保存して終了］画面では、［完了］ボタンをクリックして、ウゖ

ザードを終了します。 

 

5. 続いて、［データの゗ンポート］ダ゗ゕログが表示されます。 

1 

2 

1 
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このダ゗ゕログでは、［ピボット テーブル レポート］が選択され、［データを返す先を選択し

てください］（ピボット テーブルを配置する場所）では「既存のワークシート」が選択されて

いることを確認して、任意のセル位置（=$A$1 と指定した場合は A1 セル）を指定し、［OK］

ボタンをクリックします。 

すると、次のように Northwind J キューブへ接続したピボット テーブルの作成画面が表示

されます。 

 

 

3 

1 

2 

フィールド リスト
メジャーと、デゖメンションの
階層と属性が一覧される

エリア セクション
ピボット テーブルのレ゗
ゕウトを設定する場所

ピボット テーブル

[オプション] タブが開かれる
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4.3 ピボット テーブルの操作 

 ピボット テーブルの操作 

6. 次に、ピボット テーブルへメジャーやデゖメンション（分析軸）を配置していきます。 

メジャーは、次のように「フィールド リスト」内で「∑」ゕ゗コンで表示されます。［∑ 受注

明細］内の［受注金額］メジャーをチェックすると、受注金額の全体合計がピボット テーブ

ルへ追加されます。 

 

また、画面右下の［エリア セクション］の［∑ 値］へも「受注金額」が追加されていること

を確認できます。 

7. 次に、商品区分ごとの受注金額を表示するために、［フゖールド リスト］から［商品］デゖメ

ンションの「商品階層」チェック ボックスをチェックします。 

2 

「受注金額」チェック ボックスを
チェックする

4 

ピボット テーブルへ「受注金額」が
追加される

「受注金額」が ∑ 値へ
追加される

メジャー
1 

4 

3 
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これにより、ピボット テーブルの行ラベルとして「商品階層」が追加されます。 

8. 次に、年度ごとの合計を追加するために、［フゖールド リスト］から［時間 1］デゖメンショ

ンの［年 – 四半期 – 月 – 日付］階層を［列ラベル］エリゕへドラッグ ゕンド ドロップし

ます。 

 

これにより、ピボット テーブルの列ラベルとして「年 – 四半期 – 月 – 日付」階層が追加

されて、年ごとの受注金額の合計を表示できるようになります。 

「商品階層」
チェック ボックス
をチェックする

4
商品区分が追加される

「行ラベル」へ
「商品階層」が
追加される

商品デゖメンション
1 

↓

2 

3

2 
[年 – 四半期 – 月 – 日付] 階層を
「列ラベル」へドラッグ＆ドロッ
プする

3 
ピボット テーブルの列ラベルへ「年 – 四
半期 – 月 – 日付」が追加される

時間デゖメンション
1 
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 キューブ ブラウザとの比較 

Excel 2007 ピボット テーブルのフゖールド リストと、キューブ ブラウザとを比較すると次のよ

うになります。 

 

また、フゖールド セクションとエリゕ セクションは、次のように操作して、レ゗ゕウトを変更す

ることも可能です。 

 

フゖールド リスト キューブ ブラウザ
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4.4 ピボット グラフの作成 

 ピボット グラフの作成 

次に、ピボット テーブルをもとに、ピボット グラフを作成してみましょう。 

9. ピボット グラフを作成するには、次のように［オプション］タブをクリックして、［ピボット 

グラフ］をクリックします。 

 

10. すると、作成するグラフの選択画面が表示されます。 

 

ここでは、［縦棒］セクションの一番左の［集合縦棒］グラフを選択して、［OK］ボタンをク

リックします。 

1 

2 

1 

2 
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11. これにより、次のようなピボット グラフが作成されます。 

 

12. 次に、グラフのデザ゗ンを変更してみましょう。次のようにグラフを選択した状態で、［デザ

イン］タブの［グラフのスタイル］の右側にある（ ）のボタンをクリックします。 

 

すると、次のようにグラフのデザ゗ンが表示されるので、任意のデザ゗ンを選択します。 

3 

「 」ボタンをク
リック

1 

ピボット グラフを選択
しておく

2 
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選択したグラフのデザ゗ンへピボット グラフが変更されたことを確認できます。 

 

 グラフの種類を変更 

13. グラフを配置した後に、あとからピボット グラフの種類を変更したい場合は、次のようにピ

ボット グラフを右クリックして［グラフの種類の変更］をクリックします。 

 

これにより、［グラフの種類の変更］ダ゗ゕログが表示されるので、今回は、次のように［集

合横棒］を選択してみましょう。 

1 
デザ゗ンを選択

2 

選択したデザ゗ンの
グラフへ変更される

1 
ピボット グラフ上
の背景を右クリック

2 
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また、これ以外のグラフを選択した場合は、次のように表示されます。 

 

このようにピポット グラフを作成すると、見栄えの良い分析結果を簡単に作成できるように

なります。 

 

 

 

 

1 
「集合横棒」を
クリック

2 

↓

「折れ線」をクリック

折れ線グラフ

円グラフ

「円」をクリック
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4.5 ピボット テーブルでの分析軸の変更 

作成したピボット テーブルは、「エリゕ セクション」を利用すると、分析軸（デゖメンション）

を表示する位置を変更することができます。 

 「エリア セクション」による分析軸の変更 

14. まずは、「エリゕ セクション」の「列ラベル」エリゕへ配置した「年 – 四半期 – 月 – 日付」

階層を「レポート フィルタ」エリゕへドラッグ ゕンド ドロップします。 

 

これにより、列ラベルへ表示されていた「年 - 四半期 - 月 - 日付」階層が、レポート フゖ

ルタ（Excel シートの一番上）へ配置されるようになります。 

 

Note： レポート フィルタの操作 

「レポート フゖルタ」は、ピボット テーブルで表示するデータの範囲を設定するための機能です。「All」と表示

されている場合はすべてのデータを表示し、その隣の（ ）ボタンをクリックすると、データの範囲（表示対象

の日付）を変更できるようになります。これについては、次の STEP 4.6 で説明します。 

 

15. 続いて、［行ラベル］へ配置した「商品階層」を、次のように［列ラベル］へドラッグ ゕンド 

ドロップします。 

ドラッグ＆ドロップ

1 ↓

2 

↓
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16. 続いて、「フゖールド リスト」の［商品］デゖメンションで［その他のフィールド］を展開し

て、［仕入先名］属性のチェックボックスをチェックします。 

 

これにより、行ラベルへ「仕入先名」が配置され、仕入先別に商品区分ごとの受注金額を表示

できるようになります。 

Note： 属性は「その他のフィールド」へ表示される 

Excel 2007 のピボット テーブルでは、デゖメンションの属性は「その他のフゖールド」へ表示されます。 

 

ドラッグ ＆ ドロップ

↓

1 

2 

1 

2 

3 

4 
階層

属性
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4.6 ピボット テーブルでのフィルタ操作 

次に、作成したピボット テーブルに対してフゖルタを設定し、表示するデータを絞り込んでみましょう。 

 レポート フィルタによる絞り込み 

17. 「レポート フゖルタ」では、ピボット テーブルへ表示するデータの範囲を変更することがで

きます。 

レポート フゖルタへは、前の手順で「年 - 四半期 - 月 - 日付」階層を配置しているので、

次のように、「All」の隣のドロップダウン リスト（ ）ボタンをクリックして、「2007 年」

を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

これにより、2007 年度の受注金額のみが、表示されるようになります。 

 

また、レポート フゖルタの選択時に、次のように［複数のアイテムを選択］チェックボック

スをチェックしておくと、複数の値を選択できるようになります。 

1 

2 

3 
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 トップテン フィルタによる上位 n 件の抽出 

トップテン フゖルタを設定すると、メジャー（受注金額）の値をもとに上位または下位の n 件の

みを抽出できるようになります。 

18. トップテン フゖルタを設定するには、次のように行ラベルへ配置した任意の項目を、右クリ

ックして、［フィルタ］から［トップテン］をクリックします。 

 

すると、［トップテン フゖルタ］ダ゗ゕログが表示されるので、今回は、既定のまま、「受注

金額」に対して「上位」「10」「項目」が選択されているのを確認して、［OK］ボタンをクリ

ックします。 

1 

「複数のゕ゗テムを選択」をチェック
すると、値の隣にチェック ボックス
が表示されて、複数選択ができるよう
になる

2 

1 

2 

3 

4 
5 

「行ラベル」のセルの
上で右クリック
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これにより、受注金額の上位 10 位（トップテン）までが、ピボット テーブルへ表示される

ようになります。 

 

 

 

 

19. トップテン フゖルタでは、並べ替えまでは行ってくれないので、次のように「総計」値の上

で右クリックして、［並べ替え］から［降順］をクリックして、並べ替えを行います。 

 

これにより、総計値（受注金額）の高い順（降順）にデータを並べ替えることができます。 

 

2 

任意の「総計」値
を右クリック

1 

Note： フィルタを設定した場合のアイコン 

フゖルタを設定した項目は、「 」ゕ゗コンが表示され、フゖルタを設定していない場合は、「 」ゕ゗コン

が表示されます。 
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 ラベル フィルタによる特定の文字での絞り込み 

ラベル フゖルタを設定すると、デゖメンション（分析軸）の値（表示される名前=ラベル）をも

とに表示データを絞り込むことができるようになります。 

20. ラベル フゖルタを設定するには、次のように行ラベルへ配置した任意の項目で右クリックし

て、［フィルタ］から［ラベル フィルタ］をクリックします。 

 

すると、「ラベル フゖルタ」ダ゗ゕログが表示されるので、ラベルの表示条件へ「株式会社」

と入力して［を含む］を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

これにより、仕入先名に「株式会社」という文字を含むデータのみを表示できるようになりま

す。 

 値フィルタによる指定した値での絞り込み 

値フゖルタを設定すると、メジャー（受注金額など）の値をもとに表示データを絞り込むことがで

きるようになります。 

 

1 

2 

3 

4 

5 

「行ラベル」の任意の
項目を右クリック

フゖルタの条件を入力

1 
「株式会社」の仕入先
のみに絞り込まれる
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21. 値フゖルタを設定するには、行ラベルへ配置した任意の項目を右クリックして、［フィルタ］

から、［値フィルタ］をクリックします。 

 

すると、「値フゖルタ」ダ゗ゕログが表示されるので、フゖルタの条件として「受注金額」を

選択して、「700000」（70 万円）と入力し、［以上］を選択して、［OK］ボタンをクリック

します。これにより、受注金額が、70 万円以上のデータのみを表示できるようになります。 

 

 

 フィルタのクリア 

22. 設定したフゖルタを削除（クリゕ）したい場合は、次のようにフゖルタを設定した行ラベルの

任意の項目を右クリックして、［フゖルタ］の［“仕入先名” からフゖルタをクリゕ］をクリッ

クします。 

 

1 

2 

3 

5 

「行ラベル」のセルの
上で右クリック

フゖルタの条件を入力
4 

1 
「総計」が 70 万円以上の
データのみを表示

1 

2 

フゖルタを設定した
項目を右クリック
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4.7 数式変換による任意レイアウト 

ピボット テーブルでは、新しく列を追加したり、行を追加したりすることができません。これを

行えるようにするには、ピボット テーブルを「数式へ変換」する必要があります。数式へ変換し

たデータに対しては、通常の Excel 操作と同じように任意のレ゗ゕウトが構成できるようになり

ます。 

 

 

 数式変換 

23. まずは、数式へ変換する前のピボット テーブルとして次のように「商品」デゖメンションの

「商品階層」を行ラベルへ、「年 - 四半期 - 月 - 日付」階層を列ラベルへ、「受注金額」を

「∑ 値」へ配置したものを用意します。 

 

数式へ変換すると、通常の Excel と同じ任意のレ゗ゕウトが可能
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また、数式へ変換した後には、「累積構成比率」列を追加するので、次のように「総計」列の

値を高い順（降順）へ並べ替えておきます。 

 

24. ピボット テーブルを数式へ変換するには、［ピボット テーブル］を選択した状態で、［オプシ

ョン］タブをクリックして、［OLAP ツール］をクリックし、表示されたメニューから［数式

に変換］をクリックします。 

 

25. これにより、ピボット テーブルのデータが通常の Excel と同じ形式へ変換されます。 

 

2 

任意の「総計」値
を右クリック

1 

1 

2 

3 

2

1

各セルに数式が設定され、キューブ
へ接続してデータを取得するための
CUBEVALUE 関数が自動設定され
ている
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 任意の列データの追加 

続いて、商品区分の受注金額に対して、構成比率と累積構成比率を追加してみましょう。 

26. まずは、次のように「総計」列の右側へ「構成比率」列を作成します。 

 

構成比率は、「商品区分ごとの受注金額の合計」（総計列）を「全体合計」で割り算することで

取得できるので、全体合計のセル名などは、皆さんの環境に合わせて変更してください。 

2 行目の「飲料」区分以降は、式をコピーしておいてください。 

 

27. 次に、作成した「構成比率」列の値を選択して、［ホーム］タブの「 」と「 」ボタン

をクリックし、パーセント表示へ変更します。 

 

「=E5/$E$13」と入力し
て「商品区分の総計」を
「全体合計」で割り算する

全体合計のセル名が
E13 であることを確認

1 

2 

式をコピー
1 

3 4

1 

2 
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28. 続いて、次のように「構成比率」の右側へ「累積構成比率」列を作成します。 

 

 

 

 データバーの追加 

次に、データバーを追加してみましょう。 

29. データバーを追加するには、次のように「構成比率」列の値を選択して、［ホーム］タブで［条

件付き書式］ボタンをクリックし、［データバー］から任意の色のデータバーを選択します。 

 

これにより、次のように構成比率の各セルの数値に対応したデータバーが表示されます。 

1 行目は「=F5」
と入力して、構成比
率をそのまま取得

1

2行目は「=F6+G5」と
入力して、1つ上のセル
と構成比率をたし算する

1

2行目の式
をコピー

1 

1

4

5

2

3
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30. 「累積構成比率」についても、同じようにデータバーを設定すると、次のような表を作成でき

ます。 

 

このように、数式変換を利用すると、通常の Excel と同じように任意の列や任意の行を追加

することができるので、大変便利です。 

「構成比率」の各セルの
数値に対応したデータ
バーが表示される
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4.8 クライアントへ必要な Analysis Services OLE DB Provider 

 Analysis Services 10.0 OLE DB Provider と MSXML 6.0 

リモート マシンへ゗ンストールした Excel クラ゗ゕントから Analysis Services へ接続するに

は、次のコンポーネントを゗ンストールしておく必要があります。 

 Microsoft SQL Server 2008 Analysis Services 10.0 OLE DB Provider 

 Microsoft Core XML Services (MSXML) 6.0 

SQL Server 2008 Analysis Services 10.0 OLE DB Provider は、その名のとおり、SQL Server 

2008 Analysis Services へ接続するためのプロバ゗ダで、このプロバ゗ダを利用して SQL Server 

2008 へ接続することができます。 

Analysis Services 10.0 OLE DB Provider と Microsoft Core XML Services (MSXML) 6.0 のダ

ウンロードは、以下の SQL Server 2008 用 Feature Pack ページから行えます。 

Microsoft SQL Server 2008 用 Feature Pack - 2008 年 10 月 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=228de03f-3b5a-428a-923f

-58a033d316e1&DisplayLang=ja 

 

 

 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=228de03f-3b5a-428a-923f-58a033d316e1&DisplayLang=ja
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=228de03f-3b5a-428a-923f-58a033d316e1&DisplayLang=ja
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4.9 Excel 2003 と Excel 2007 との違い 

 Excel 2003 で制限される機能 

Excel の以前のバージョンの Excel 2003 からでも、前出の Analysis Services 10.0 OLE DB 

Provider と Microsoft Core XML Services (MSXML) 6.0 を゗ンストールしておけば、SQL 

Server 2008 Analysis Services へ接続することができます。 

Excel 2003 から接続する場合は、次のように操作します。 

 

Excel 2003 から接続している様子 

 

2 

1 

3

4

5 6

7 

8 

9 10 

11

デゖメンションの属性と
階層が区別されずに表示
される。また、グループ
化にも対応していない
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ただし、Excel 2003 の場合は、Excel 2007 と違って、次の機能が制限されています。 

 デゖメンションの階層と属性の区別がつかない 

 フゖルタ機能が弱い 

 数式への変換機能がない（任意レ゗ゕウトができない） 

 ピボット テーブルの基本機能が Excel 2007 よりも少ない 

 ドリルダウン（階層展開時）に、最下位層を指定して一気にドリルダウンすることができ

ない（Excel 2003 では、1 階層ずつドリルダウンしなければならない） 

 メジャーとデゖメンションのグループ化表示へ対応していない 

 サーバー側の書式がサポートされない、保持されない 

そのほかにも、「KPI」や「視点」、「名前付きセット」、「ドリルスルー」、「メンバ プロパテゖ」と

いった SQL Server 2005 から提供された新機能への対応ができていないなど、Excel 2003 では、

Excel 2007 と比べて大きな制限を受けます。 
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STEP 5. 応応用用編編  

この STEP では、タ゗ム ゗ンテリジェンスを利用して「前年比」を追加する方法や、

SQL Server 2008 からの新機能などを説明します。 

 

この STEP では、次のことを学習します。 

 タ゗ム ゗ンテリジェンスによる前年比の追加 

 SQL Server 2008 からの新機能 

 BI システムにおける Analysis Services の役割 
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5.1 タイム インテリジェンスによる前年比の追加 

この STEP では、タ゗ム ゗ンテリジェンス機能を使って、次のような前年比（成長率と成長高）

を追加する手順を説明します。 

 

 

 ビジネス インテリジェンス ウィザードの起動 

タ゗ム ゗ンテリジェンス機能を利用するには、ビジネス ゗ンテリジェンス ウゖザードを起動し

ます。 

1. ビジネス ゗ンテリジェンス ウゖザードを起動するには、ソリューション エクスプローラで

「Northwind J.cube」をダブル クリックしてキューブ エデゖタを開き、［計算］タブをク

リックします。 

 

2. ［計算］タブでは、ツールバーの［ビジネス インテリジェンスの追加］ボタンをクリックし

ます。 

2005年からの成長率と成長高

2006年からの成長率と成長高

受注金額の前年比

商品区分ごとの前年比

区分ごとに前年比を表示
（2006年からの成長率と成長高）

「計算」タブをクリッ
ク

2

「Northwind J.cube」
をダブル クリック

1
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3. すると、［ビジネス ゗ンテリジェンス ウゖザード］が起動するので、［次へ］ボタンをクリッ

クして、次へ進みます。 

 

4. 次の［拡張機能の選択］画面では、［使用できる拡張機能］で［タイム インテリジェンスの定

義］を選択して、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

1

1 

1 

2 
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5. 次の［対象となる階層と計算の選択］画面では、［時間計算の分析に次の階層を使用］で「時

間 1\年 - 四半期 - 月 - 日付」を選択します。これは時間デゖメンションの「年 - 四半期 - 

月 - 日付」階層です。 

 

［使用できる時間の計算］では「前年比成長率」（前年比：成長率）と「前年比成長」（前年比：

成長高）のチェックボックスをチェックして、［次へ］ボタンをクリックします。 

6. 次の［計算範囲の定義］画面では、［使用できるメジャー］から「受注金額」を選択して、［次

へ］ボタンをクリックします。 

 

7. 最後の［ウゖザードの完了］画面では、［完了］ボタンをクリックして、ウゖザードを完了し

ます。 

1 

2 

3 

1 

2 
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8. ウゖザードが完了すると、次のように自動生成されたスクリプト（前年比を取得するためのス

クリプト）を確認することができます。 

 

1 

自動生成されたスクリプト

1 2 



SQL Server 2008 自習書 No.11 Analysis Services 入門 

103 

Note： スクリプトは MDX ステートメント 

Analysis Services では、キューブに対してクエリを実行するステートメントとして、SQL ステートメントを多次

元対応へ拡張した「MDX」（Multi Dimensional Expressions：多次元式）ステートメントが用意されています。

STEP4 では、Excel から Analysis Services のキューブを操作する際に、GUI ベースでドラッグ＆ドロップのみ

で行いましたが、内部的には MDX ステートメントが実行されています。 

また、ビジネス ゗ンテリジェンス ウゖザード（タ゗ム ゗ンテリジェンス）が生成したスクリプトも、MDX ステ

ートメントです。 

 

 キューブの処理 

続いて、追加したタ゗ム ゗ンテリジェンス（前年比）を実際のキューブへ反映させるために、キ

ューブを処理します。 

9. キューブを処理するには、［ソリューション エクスプローラ］の［キューブ］フォルダの

［Northwind J.cube］キューブを右クリックして、［処理］をクリックします。 

 

キューブの配置を確認するダ゗ゕログが表示されたら、［はい］ボタンをクリックします。 

 

10. 次に、［実行］ボタンをクリックして、キューブ処理を実行します 

 

1 

1

1

2

↓
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 作成したタイム インテリジェンスの確認 

11. 作成したタ゗ム ゗ンテリジェンスを確認するには、次のように［ブラウザ］タブをクリック

して、キューブ ブラウザを表示して、［再接続］ボタンをクリックします。 

 

すると、左ペ゗ンの時間 1 デゖメンションの中に［年 - 四半期 - 月 - 日付 時間 1 計算］

（前年比）属性が追加されていることを確認できます。 

 前年比の表示 

12. 次に、［受注金額］メジャーを［詳細フゖールド］へドラッグ ゕンド ドロップして、［時間 1］

デゖメンションの［年 - 四半期 - 月 - 日付］階層と、前年比属性［年 - 四半期 - 月 - 日

付 時間 1 計算］を「行フゖールド」へドラッグ ゕンド ドロップします。 

1

2

3



SQL Server 2008 自習書 No.11 Analysis Services 入門 

105 

 

これにより、受注金額の前年比（金額と比率）を表示することができるようになります。 

 

13. 次に、［受注金額］メジャーは［詳細フゖールド］へ配置したまま、［時間 1］デゖメンション

の［年 - 四半期 - 月 - 日付］階層と、前年比属性［年 - 四半期 - 月 - 日付 時間 1 計算］

を「列フィールド」へドラッグ ゕンド ドロップして、［商品］テーブルの［商品階層］を［行

フィールド］へ配置すれば、商品区分ごとの前年比を表示できるようになります。 

 

3

2

1

前年比属性「年–四半期–月－日付 時
間1 計算」

2005年からの成長率と成長高

2006年からの成長率と成長高

比較対象となる 2004年のデータが
ないので、「1#INF」および「当年
度」のデータが表示される

区分ごとに前年比を表示
（2006年からの成長率と成長高）
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5.2 SQL Server 2008 Analysis Services の新機能 

 SQL Server 2008 Analysis Services の新機能 

SQL Server 2008 の Analysis Services では、パフォーマンスの向上や、より使いやすいデザ゗

ナへの変更、DMV（動的管理ビュー）による監視機能などが追加されています。主な新機能は、

次のとおりです。 

 Block Computation 処理によるパフォーマンス向上（SQL Server 2005 SP2 以降） 

 バックゕップ / リストゕのパフォーマンス向上 

 Write Back オプションによるパフォーマンス向上 

 属性リレーション シップ デザ゗ナの搭載 

 

 集計（Aggregation）デザ゗ナの搭載 

 

 DMV（動的管理ビュー）による監視が可能（$System.DISCOVER_CONNECTIONS や 

$System.DISCOVER_SESSIONS ビューによる監視が可能） 

 

 Best Practice Warning（AMO Warning）が 40 種類以上 

これらの機能については、オンラ゗ン ブックなどを参考にチャレンジしてみてください。 

属性リレーション シップを
グラフゖカルに設定可能に

集計（Aggregation）を
グラフゖカルに設定可能に

DMV（動的管理ビュー）で
Analysis Services の動作状況を

監視可能に
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5.3 BI システムにおける Analysis Services の役割 

ここでは、Analysis Services と「BI」（Business Intelligence：ビジネス ゗ンテリジェンス）システムと

の関係について説明します。Analysis Services は、BI システムを構築する上で非常に重要ななツールとな

ります。 

 BI システムとは 

次の図は、一般的な BI システムの構成へ SQL Server の各機能を当てはめたものです。 

 

BI システムの定義は、人によってマチマチですが、ひと言でいうと「データ分析のためのシステ

ム全体」です。 

BI システムにおいては、パフォーマンスや保守性を考慮すると、データ ウェゕハウス（全社的な

統合データベース）を構築してから Analysis Services を利用したほうが良いのですが、パフォ

ーマンスが問題とならないような小規模なデータベース環境であれば、基幹系システムから直接 

Analysis Services を利用することもできます（Analysis Services は、SQL Server だけでなく、

Oracle や DB2、Access、Excel フゔ゗ルなどをデータソースとして利用することができます）。

また、基幹系のデータは、コード化されていて、分析に適していない形式のものが多く、一般的に

は Integration Services などの ETL ツールを利用して、データの加工処理を行うのですが、こ

の部分も Analysis Services では、データソース ビューで「名前付き計算」を追加できるので、

Analysis Service 側で加工処理を施すことができます。 

このように Analysis Services を利用すると、BI システムを手軽に実現できるようになります。

また、クラ゗ゕントには、普段使いなれた Excel が利用できるのもうれしいところです。そのほ

か、SQL Server Reporting Services（レポート サーバー）では、Analysis Services のキュ

ーブをもとにレポートを作成できる機能があるので、Reporting Services でレポートを作成して

おけば、Internet Explorer などの Web ブラウザからキューブ データを参照することもできる

OLAP サーバー

BI （Business Intelligence： ビジネス インテリジェンス）システム

その他のデータ

メ゗ン フレーム（汎
用機）や UNIX など

データウェアハウス

OLAP ツール（クライアント）

・データ分析・予測
・グラフ・クロス集計レポート
・経営ダッシュボード

・データ マ゗ニング）

基幹系システム

SQL Server
Database Engine
データベース エンジン

SQL Server
Database Engine
データベース エンジン

データマート

SQL Server
Database Engine
データベース エンジン

SQL Server
Analysis Services

分析サーバー

SQL Server
Reporting Services

レポート サーバー

Microsoft Office Excel

Internet Explorer
Webブラウザ

ETL ツール

SQL Server
Integration Services

データ転送・変換
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ようになります。 

 Reporting Services とは 

Reporting Services は、レポートの作成・管理・配布が行えるレポーテゖング ツールで、次のよ

うなレポートを簡単に作成することができます（レポートは、Web ブラウザから参照できます）。 

 

Reporting Services を利用する手順は、本自習書シリーズの「Reporting Services 入門」で説明

しているので、ぜひご覧になってみてください。 

SQL Server 2008 自習書シリーズ「Reporting Services 入門」のダウンロードはこちらから 

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/self-learning/default.mspx 

 Integration Services とは 

Integration Services は、さまざまなデータソースからデータを取得して、転送・変換できるツ

ールで、データ ウェゕハウスを構築する場合には、欠かせないツールとなります。Integration 

Services を利用すると、データの転送中に次のような変換が行えます。 

 

Integration Services を利用する手順は、本自習書シリーズの「Integration Services 入門」で

説明しているので、ぜひご覧になってみてください。 

SQL Server 2008 自習書シリーズ「Integration Services 入門」のダウンロードはこちらから 

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/self-learning/default.mspx 

ABC 分析グラフ（パレート図。2Y軸対応） 3D 棒グラフ

クロス集計レポート

円グラフ

ゲージで目標達成率、傾向を表示

データを変換して
転送する

「姓」と「名」を
文字列連結して
「氏名」へ変換

「性別コード」の
1 を「男性」へ、

2 を「女性」へ変換

「部門番号」を
「部門名」へ変換

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/self-learning/default.mspx
http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/self-learning/default.mspx
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 データ ウェアハウスとしての SQL Server 

データ ウェゕハウスを構築する場合には、データの格納先として、SQL Server の Database 

Engine Services（RDB Engine：リレーショナル データベース エンジン）を利用できます。現

在、SQL Server を利用したテラ バ゗ト（TB）サ゗ズのデータ ウェゕハウスを構築している企

業は多数あり、筆者もそういった企業のコンサルテゖング（物理設計や論理設計、BI システム設

計など）を行った経験があります。 

また、SQL Server 2008 では、データ ウェゕハウス関連の機能（特にパフォーマンス）が大き

く向上しており、より大規模かつミッション クリテゖカルなデータベース環境への対応を強化し

ています。その主なものは、次のとおりです。 

 スター ジョ゗ンのパフォーマンス向上 

 パーテゖションのパラレル処理のパフォーマンス向上（1 つのパーテゖションを複数スレ

ッドが処理可能に） 

 パーテゖション単位のロックが可能に。またロック エスカレーションの禁止も可能に 

 データ圧縮（Data Compression）機能によるパフォーマンス向上とデゖスク コストの削

減 

 リソース ガバナーによるリソース調整（ワークロード単位での CPU 利用率やメモリ使用

量の調整が可能に） 

 バックゕップ圧縮によるバックゕップ・リストゕのパフォーマンス向上とデゖスク コスト

の削減 

 ゗ンデックス付きビューがパーテゖションへ割り当て可能に 

 実行プランの固定（プラン キャッシュをもとに実行プランの固定が可能に。従来のバージ

ョンでは XML 実行プランをもとに固定が可能） 

このように SQL Server は、データ ウェゕハウスの格納先としても十二分に利用することができ

ます。 
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5.4 おわりに 

 おわりに 

最後まで試された皆さん、いかがでしたでしょうか。SQL Server 2008 の Analysis Services は、

業務で大変役立つツールですので、ぜひ活用してみていただければと思います。今回は、「入門編」

ということで、基本操作のみをご紹介しましたが、Analysis Services では、並べ替え順の設定や

ドリルスルー、集計のデザ゗ン、MDX ステートメント、プロフゔ゗ラによるトレース、KPI、視

点、名前付きセット、データ マ゗ニング（傾向分析や予測分析）など、まだまだたくさんの機能

が提供されているので、オンラ゗ン ブックなどを参考にチャレンジしてみてください。 

 

 Analysis Services の「徹底パフォーマンス検証」ホワイトペーパーのご紹介 

SQL Server 2005 での情報になりますが、マ゗クロソフトでは、Analysis Services のパフォー

マンスを検証した結果をまとめたものをホワ゗トペーパー（技術文書）として公開しています。こ

の文書では、ハードウェゕ環境（メモリ サ゗ズ、CPU 数、32-bit と 64-bit など）を変更した場

合のパフォーマンス比較やストレージの種類（MOLAP、ROLAP）による違い、集計パフォーマン

ス、プロフゔ゗ラによるトレースの実行方法などが記載されています。SQL Server 2008 の 

Analysis Services を利用する場合にも、有益な情報がたくさん記載されていますので、ぜひご覧

になってみてください。 

SQL Server 2005 徹底検証シリーズのダウンロードはこちらから 

http://www.microsoft.com/japan/sql/bible/cqi.mspx 

 

 SQL Server 2008 共同検証プロジェクト（徹底検証ホワイト ペーパー） 

徹底検証ホワ゗ト ペーパーは、SQL Server 2008 早期実証プロジェクト「CQI」（Center of 

Quality Innovation）の成果物です。CQI は、マ゗クロソフトと日本電気株式会社、日本ヒュー

レット・パッカード株式会社、日本ユニシス株式会社の 3 社と共同で実施し、実際のユーザーに

対する SI（System Integration）プロジェクトを想定した「RFP」（Request for Proposal：提

案依頼書）に基づいた「機能動作検証」や「パフォーマンス検証」を行ったプロジェクトです。 

このプロジェクトでは、次の 4 つのシナリオを実施しています。 

1. コンプライアンス シナリオ 

マ゗クロソフトによる検証プロジェクト。内部統制や日本版 SOX 法、情報漏えい対策

で求められるコンプラ゗ゕンスに対応するためのガ゗ドラ゗ン提示を目的とし、日本版

SOX 法への対応に必要となる機能の実装方法の確立やシステムに与える影響の計測な

どを実施 

 

http://www.microsoft.com/japan/sql/bible/cqi.mspx
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2. 移行 / アップグレード シナリオ 

日本ユニシス株式会社様との共同検証プロジェクト。SQL Server 2000 および 2005 

から、SQL Server 2008 への移行や互換性に関する検証を実施 

3. サーバー統合シナリオ 

日本ヒューレット・パッカード株式会社様との共同検証プロジェクト。複数の SQL 

Server を 1 台の 64 ビット サーバーに集約するメリット・運用管理方法などに関する

検証を実施 

4. DWH（データ ウェアハウス）シナリオ 

日本電気株式会社様との共同検証プロジェクト。SQL Server 2008 のデータ ウェゕハ

ウス環境における実装方法の検証を実施 

これらの検証結果（ホワ゗ト ペーパー）は、次の URL からダウンロードすることができます。 

SQL Server 徹底検証シリーズ 

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/bible/cqi.mspx 

この自習書シリーズの次のステップのハ゗ レベルな情報として、ぜひご覧いただければと思いま

す。 

  

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/bible/cqi.mspx
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 高負荷テスト（ラッシュテスト）実施のためのテスト ゕプリの作成支援 

 大手流通系システムの夜間バッチ実行時間を 4 時間から 1 時間半へ短縮 

 大手゗ンターネット通販システムの夜間バッチ実行時間を 5 時間から 1 時間半へ短縮 

 宅配便トラッキング情報の日中バッチ実行時間を 2 時間から 5 分へ短縮 

 検索系 Web サ゗トのチューニング（10 倍以上のパフォーマンス UP を実現） 

 10 Server によるレプリケーション環境のチューニング 

 3 TB のセキュリテゖ監査ゕプリケーションのチューニング 

 大手家電メーカーの制御系ゕプリケーション（100GB）のチューニングと運用管理設計 

 約 3,000 本のストゕド プロシージャとユーザー定義関数のチューニング 

 ASP.NET / ASP（Active Server Pages）ゕプリケーションのチューニング 

 大手ゕミューズメント企業の BI システム設計支援 

 外資系医療メーカーの Analysis Services による「販売分析」システムの設計支援 

 大手企業の Analysis Services による「財務諸表分析」システムの設計支援 

 Analysis Services OLAP キューブのパフォーマンス チューニング  etc 
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